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　星野公平ニュース

１２月号外(桑名の事)
発行　　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
自宅　　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
発行所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室
こんな桑名でいいのか（１、進まぬ情報公開）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幾度か情報公開してきたが、開示されない理由として、桑名市情報公開条例の第６条第３号、第６条６号、第１４条の３点を指摘するケースが多い。
第６条（３）　法人その他の団体(国、独立行政法人等、地方公共団体及び地方独立行政法人を除く。以下「法人等」という。)に関する情報又は事業を営む個人の当該事業に関する情報であって、開示することにより、当該法人等又は当該事業を営む個人の競争上の地位若しくは事業運営上の地位その他正当な利益が明らかに損なわれると認められるもの。ただし、次に掲げる情報を除く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ア　人の生命、身体又は健康を事業活動によって生ずる危害から保護するため、開示することが必要であると認められる情報

イ　人の財産又は生活を違法又は不当な事業活動によって生ずる支障から保護するため、開示することが必要であると認められる情報

ウ　ア又はイに掲げる情報のほか、これらに準ずるものとして開示することが公益上必要であると認められる情報

第６条（６）　市の機関内部又は市と国等の機関が行う事務事業について、その意思形成過程における審議、検討、調査、研究等に関する情報であって、開示することにより、当該事務事業又は将来の同種の事務事業に係る意思形成に支障が生じると認められるもの

第１４条　実施機関は、開示請求に対し、当該開示請求に係る公文書が存在しているか否かを答えるだけで、非開示情報を開示することとなるときは、当該開示請求を拒否することができる。
　非開示が納得できず、異議申し立てを何度も行っています。　　　　　　　　　　　　　　　

こんな桑名でいいのか（２、駅西区画整理と無料駐輪場の廃止）　　　　ｐ駅西土地区画整理事業は総額約２８０億円で、これから１０余年でまだ２００億円の財源を必要としている。どこから捻出するのだろうか。無理な（無茶な）計画ではないだろうか。駅西に路線バスを入れようとしている。利用者の多い無料駐輪場は来年７月に廃止されようとしている。市は北側の有料駐輪場へ行けと言う（受益者負担）。こんな事では住み良さ日本一をめざす市とは思われない。               

反貧困キャラバン２０１２三重（８月２９日要請行動、９月１日相談会を実施。）
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　　岐阜より引き継ぐ　　　　　 桑名市に要請する実行委員会　　　　　　  市側の参加者　　　　　　 いなべ副市長に要請書を渡す
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）
私見　桑名市が市民に意見を求めることについて

４月から、私が気づいただけで３回ほど桑名市は市民に意見を求めています。

１つは、「新病院に期待する医療について」（広報くわな６月１日号で募集）で、１２人から１２件の意見があり、ＨＰに回答が掲載されています。基本的なところには触れておらず、とにかく早く基本構想・基本計画を作り（他市では２年ほどかかるものを３カ月で作成）、２０１５年４月開業に向けて暴走しています。これで本当に良い病院ができるのか不安です。（裏面も参照下さい。）

２つは、「職員倫理条例案」のパブリックコメントで、４人から意見が出され、１８項目にわたって整理され、回答が先日（８月６日）の倫理審査会で出されました。近々ＨＰで公開される予定ですが、質問・意見にまともに答えているとは思えません。これで本当に職員の倫理感は良くなるのか。９月議会に議案として提出され、審査される予定ですが、しっかりと質していきたいと思います。

３つ目は、「健康増進施設に求める機能」に対して５人から意見がありました（情報公開で全文を入手）。いずれも建設以前の問題として、桑名市の財政を心配し、何故この様なものを作るのかの疑問が根底にあります。意見募集結果が８月７日にＨＰに掲載されましたが、意見は簡略化され、今回の意見に無いものがずらりと並んでおり、まさに情報操作とも受け取られる内容になっていました。即刻、ちゃんと住民の意見を掲載するよう要求しました。

この様な実態をみると、全てがアリバイ作りとしか考えられません。
揖斐川河口の国営公園は何のために、予算は、
今月の２４日に、多分水谷元市長（市長選で忙しいでしょうが）も出席して、公園の起工式があるそうです。太一丸、住吉町、船馬町、川口町、三之丸にわたる七里の渡の一帯に国がつくる公園で、土地の買収や居住者の移転（莫大な移転補償を貧乏な桑名市の土地開発公社が立替）が進み、いよいよ着工で２－３年後には完成予定だそうです。しかし、国土交通省の木曽川下流工事事務所に問い合わせしても、工事の総額予算が分かりません。桑名市の都市整備部長にも訊ねたら国はそんなもんだとの返事でした。莫大な移転補償費や工事費は我々の税金です。どう言うつもりで公園担当者は仕事をしているのでしょうか。上部から知らされていないのでしょうか。
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住吉町のボーリング場跡　　　　　　　　　　三之丸の民家の跡                          三之丸地区の立退き
�











